
件 名 
令和 7年度 第 2回 

福井市障がい者自立支援協議会 就労支援部会報告書 

作成日 令和 7年 10月 29日 

作成者 基幹 内山 

日 時 令和 7年 10月 29日（水）  14:00～16:00   会 場 宝永公民館 3階大ホール 

出席者 別紙参照（敬称略） 

欠席者 ３名 

協議事項 

報告事項 

１． 令和 7年度の取組報告 

(1)就労支援事業所等合同説明会    資料 1 

(２)一般就労移行研修           資料２，３ 

(３)就労支援事業所総合交流会     資料２，３ 

(４)就労支援ガイドブックの更新 

２．来年度の部会体制について         資料 4,5，6,7 

3.就労選択支援モデル事業について    資料 8,9 

報告 
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１．令和 7年度の取組報告について 

 

(1)就労支援事業所等合同説明会について 

〔藤野委員〕 

資料 1参照 

 

(２)一般就労移行研修について 

〔山崎委員〕 

資料２，３参照 

 

(３)就労支援事業所総合交流会について 

〔冨田委員〕 

資料２，３参照 

 

(４)就労支援ガイドブックの更新について 

〔障がい福祉課藤田氏〕 

参考として今年度のガイドブックが掲載された HP の 2 次元コードを添付した。今年度は 10 月

から就労選択支援が始まり 10 事業所が新たに指定を受けた。B 型事業所の新規のところもあ

り、ガイドブック内に記載された内容にも変更があるので、今後更新を行いたい。事業所の方にも

協力を依頼する。また資料 3について最新のものをつけたのでご確認いただきたい。 

 

 

〔足田委員〕 

一般就労移行研修の参加申し込みはどれくらいあるのか？ 

〔障がい福祉課藤田氏〕 

現時点で２０人弱だ。 

〔足田委員〕 

それは想定の数字なのか？参加者が足りないのなら部会委員を中心に事業所などに直接の声

掛けを行うが。 

〔山﨑委員〕 

４０名は入る会場なのでそれくらいは来て欲しいと思っている。 

〔足田委員〕 

今の参加希望者の傾向から、声掛けの振り分けなどをお願いしたい。 

〔磯﨑委員〕 

一般就労移行研修は、相談支援専門員の初任研を受けている人もオンラインで受講するので、５

０人くらいは追加で参加できると思う。 

 

〔分野委員〕 
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合同説明会について、今年は一般就労ブースをまとめて頂いて、保護者さんを中心に相談が増

加したと思う。それぞれの相談に合わせてハローワークや職業センターとの連携もとてもスムーズ

にでき相談対応ができ、効果があったと感じた。 

〔山上委員〕 

私も同じことを感じた。今年の形は良かった、来年も継続してほしいと思う。 

 

２．来年度の部会体制について   

〔障害福祉課濱口氏〕 

資料 4,5，6,7参照 

 

〔足田委員〕 

情報漏洩について、協議会の中でも漏洩を防ぐ予防策や対策を考えて欲しいと思う。保険に入る

とか、保障規定を設けるなど協議できないのか。情報が漏れた時の体制づくりも行って欲しい。 

障がい福祉計画について、目標数値があるが、前年度の数値に基づき今年度の数値が出てると

思うが、目標の根拠になっていると思えない。根拠に基づく数値をあげて欲しい。達成しても達成

しなくてもどうにもなるわけでもないし、計画を作るのが目標になってしまっている。ちゃんとした

目標を作り、それを達成するためにきちんとした取り組みが必要だし、今のままでは計画を知って

る関係者しかわらかない目標になっている。皆が協力しやすいように詰めて行ってもらえたらと

思う。 

〔障害福祉課濱口氏〕 

個人情報に関しては福井市としても全事業所対象に研修を企画している。 

計画についてはご指摘の通りだと思う。今の数字に関しては国の指針に対して福井市の実情を

加味し設定させてもらっているが、協議会との連動が足りてなかったと思う。数字に関する根拠

等、これからは協議会でもご意見を頂き、計画に反映できたらと思う。来年度にもそのような場を

設けられるように課内でも協議している。 

 

〔足田委員〕 

余談になるが、一般就労移行は法定雇用率は上がった年はやりやすいし、変わらない年はやりに

くい。達成すると気持ちが下がる。目標設定の際も、法定雇用率の上昇の視点も必要だし、それ

に向けて一丸となって取り組みたい。協議会の場も活用していきたい。 

 

3.就労選択支援モデル事業について 

〔障がい福祉課藤田氏〕 

資料８参照 

〔藤野委員〕 

資料９参照 

入口のところが難しい。就労選択じゃないといけない理由や、個人因子と環境因子のアセスを重

視したいと考えるが、ツールが届かない。 

 

〔清水委員〕 

現場実習が始まったが、今まで就労Ｂ型で実習していた子が今後に迷いがあったので就労選択

支援を活用しようとしている。現場実習とアセスの住み分けが難しい。進路や課題の共有をして

次の実習に繋げていきたいが、どう進んでいくのかぼやけている部分はある。 

〔伊藤委員〕 

３名の方が選択支援を利用しており訪問しているが、共同作業が難しい。コミュニケーションも取

れない方もいて、卒業後の相談をどうすればいいのか模索している。実習も終わってしまうので

短い期間でどうすればいいのか。何らかの形で評価をしなければならず、どうしていけばいいの



か。B型の方がほとんどだと思うが、関係機関とどう絡めばいいのか。皆さんからのお知恵をお借

りしたい。 

 

4.グループワーク 

〔中谷部会長〕 

それぞれの機関で日々支援をされている中で感じていることや、疑問に思っていることな

ど、率直に意見交換してほしい。 

各グループ記録参照 

 

次 回 
令和 ８年 ２月 ２５日（水） １４:００～  

（場所）未定 

 


